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(57)【要約】
【課題】　筐体組立作業を迅速容易に行なうこと。
【解決手段】　縦板５ａと横板５ｂとを有しその縦板５
ａからフック部５ｃが切り出され
た金属板製連結枠５を備え、ボトムシャーシ１Ｂの一方
の側板１ｂから該ボトムシャーシ
１Ｂ内に向けて折り曲げられてその中央に係合孔２５が
貫設された金具本体２６ａと、縦
板５ａの前端縁から前方に延ばされた係合片２６ｂとか
らなる係合金具２６を有しており
、フック部５ｃを一方の側板１ｂの上縁１０ａに係合さ
せ、係合片２６ｂを金具本体２６
ａの係合孔２５に係合させて連結枠５を一方の側板１ｂ
に係止し、その一方の側板１ｂを
貫通して縦板５ａのビス孔９にビス１２をねじ込むこと
により、連結枠５をボトムシャー
シ１Ｂに止着し、その連結枠５にフロントパネル１Ａを
係合させ、該フロントパネル１Ａ
とボトムシャーシ１Ｂにトップシャーシ１Ｃを嵌合させ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスク装置本体を収納する筐体が合成樹脂製フロントパネル、金属板製ボトムシャー
シ及びトップシャーシからなり、縦板と該縦板の上端から水平に延びる横板とを有しその
縦板からフック部が切り出された金属板製連結枠を備えており、前記フック部を前記ボト
ムシャーシの底板の両側縁から上向きに延びる両側板のうちの一方の側板の上縁に係合さ
せ、その一方の側板を貫通して前記縦板のビス孔にビスをねじ込むことにより、連結枠を
ボトムシャーシに止着し、その連結枠の横板にフロントパネルを係合させ、該フロントパ
ネルとボトムシャーシとにトップシャーシを嵌合させるようにしたディスク装置において
、前記ボトムシャーシの一方の側板と連結枠とのうち、その一方に一体形成された金具本
体と、その他方に一体形成された係合片とからなる係合金具を有しており、係合片を金具
本体に係脱可能に係合させて連結枠をボトムシャーシの一方の側板に係止するようにした
ことを特徴とするディスク装置。
【請求項２】
　前記係合金具の金具本体がボトムシャーシの一方の側板から該ボトムシャーシ内に向け
て折り曲げられてその中央に係合孔が貫設され、前記係合片が縦板の前端縁から前方に延
ばされており、前記フック部をボトムシャーシの一方の側板の上縁に係合させると共に、
係合片を金具本体の係合孔に係合させて連結枠をボトムシャーシの一方の側板に係止する
ようにしたことを特徴とする請求項１に記載のディスク装置。
【請求項３】
　前記連結枠が、縦板の前端縁から直角に折り曲げられた前板を有し、その前板の上端に
前記横板が一体形成され、縦板の後端縁から直角に折り曲げられて横板の下面に接近また
は当接する後板が設けられていることを特徴とする請求項２に記載のディスク装置。
【請求項４】
　前記前板にジャック嵌合凹部が形成されており、そのジャック嵌合凹部に嵌入させたジ
ャックが前板に止着されていることを特徴とする請求項３に記載のディスク装置。
【請求項５】
　ディスク装置本体を収納する筐体が合成樹脂製フロントパネル、金属板製ボトムシャー
シ及びトップシャーシからなり、縦板と該縦板の上端から水平に延びる横板とを有しその
縦板からフック部が切り出された金属板製連結枠を備えており、前記フック部を前記ボト
ムシャーシの底板の両側縁から上向きに延びる両側板のうちの一方の側板の上縁に係合さ
せ、その一方の側板を貫通して前記縦板のビス孔にビスをねじ込むことにより、連結枠を
ボトムシャーシに止着し、その連結枠の横板にフロントパネルを係合させ、該フロントパ
ネルとボトムシャーシとにトップシャーシを嵌合させるようにしたディスク装置において
、前記連結枠が、縦板の前端縁から直角に折り曲げられた前板を有し、その前板の上端に
前記横板が一体形成され、縦板の後端縁から直角に折り曲げられて横板の下面に接近また
は当接する後板が設けられ、前記ボトムシャーシの一方の側板から該ボトムシャーシ内に
向けて折り曲げられてその中央に係合孔が貫設された金具本体と、縦板の前端縁から前方
に延ばされた係合片とからなる係合金具を有しており、前記フック部をボトムシャーシの
一方の側板の上縁に係合させると共に、係合片を金具本体の係合孔に係合させて連結枠を
ボトムシャーシの一方の側板に係止するように形成され、前記前板にジャック嵌合凹部が
形成され、そのジャック嵌合凹部に嵌入させたジャックが前板に止着されていることを特
徴とするディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばブルーレイ式のＤＶＤレコーダやＤＶＤプレーヤなどのディスク装置
に関し、特に、筐体組立作業を迅速容易に行なうことができるようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
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　ディスク装置の一例として図５の一部切欠き斜視図に示すものがあり、これは、筐体１
内に、例えばブルーレイ式のＤＶＤレコーダやＤＶＤプレーヤの本体からなるディスク装
置本体２と、プリント配線基板からなる制御基板３とが収納されたものである。
【０００３】
　前記筐体１は、合成樹脂製フロントパネル１Ａ、金属板製ボトムシャーシ１Ｂ及びトッ
プシャーシ１Ｃからなり、ボトムシャーシ１Ｂの底板１ａの両側縁から上向きに延びる両
側板１ｂ，１ｃのうちその一方の側板１ｂに金属板製連結枠５が係止されている。
【０００４】
　前記ディスク装置本体２は、ボトムシャーシ１Ｂの底板１ａに止着したローダーシャー
シ２ａにディスクＤ載置用トレイ２ｂを前後進ａ，ｂ可能に配置したものであって、トレ
イオープン時に、トレイ２ｂを前進ａさせてフロントパネル１Ａのトレイ取出口６から突
出させ、そのトレイ２ｂ上のディスクＤを取り外したり、新たなディスクＤをトレイ２ｂ
上に載置する。なお、図５中、７はフロントパネル１Ａに凹設した操作部であって、開閉
蓋８が開閉可能に配置されている。
【０００５】
　図６～図８は従来の連結枠５を示すものであって、図６はディスク装置の縦断面図、図
７は同要部の分解斜視図、図８は同要部の連結枠止着手順を示す斜視図である。
【０００６】
　図６及び図７に示すように、連結枠５は縦板５ａと該縦板５ａの上端から水平に延びる
横板５ｂとを有し、その縦板５ａの後端縁から略Ｌ字状フック部５ｃが外向きに切り出さ
れ、そのフック部５ｃの近くで縦板５ａにビス孔９が形成され、該ビス孔９及びフック部
５ｃに対向してボトムシャーシ１Ｂの一方の側板１ｂを部分的に内側に曲げて窪み部１０
が形成され、その窪み部１０にビス孔９と対向する貫通孔１１が貫設されている。
【０００７】
　連結枠５の止着手順を説明すると、図８に示すように、フック部５ｃを窪み部１０の上
縁１０ａに係合させ、貫通孔１１を通ってビス孔９にビス１２をドライバー１３でねじ込
み、連結枠５をボトムシャーシ１Ｂに止着する。
【０００８】
　図６～図８に示すように、横板５ｂから複数（この例では２つ）の略三角形状ロック片
１５が切り出され、その両ロック片１５に対向してフロントパネル１Ａから後方に延びる
弾性舌片１６にロック孔１７が貫設されている。
【０００９】
　図７に示すように、ボトムシャーシ１Ｂの一方の側板１ｂの前部から複数（この例では
２つ）の略三角形状ロック片１８が切り出され、その両ロック片１８に対向してフロント
パネル１Ａから後方に延びる弾性舌片１９にロック孔２０が貫設されている。
【００１０】
　図６及び図７に示すように、ボトムシャーシ１Ｂの底板１ａの前部から下向き後方に延
びる弾性変位可能なロック片２１が切り出され、該ロック片２１に対向してフロントパネ
ル１Ａから後方に延びる脚板２２にロック孔２３が貫設されている。
【００１１】
　図５に示すように、ローダーシャーシ２ａの両側板前部に略三角形状ロック片２ｃが一
体突設され、その両ロック片２ｃに対向してフロントパネル１Ａから後方に延びる弾性舌
片２４にロック孔２４ａが貫設されている。
【００１２】
　筐体１の組立手順を説明すると、図５及び図６に示すように、各ロック片２ｃ，１５，
１８，２１と各ロック孔２４ａ，１７，２０，２３とを嵌合させることにより、フロント
パネル１Ａをボトムシャーシ１Ｂの前部に取り付け、そのフロントパネル１Ａ及びボトム
シャーシ１Ｂにトップシャーシ１Ｃを嵌合させて止着する。なお、関連する技術として特
許文献１に記載したものがある。
【特許文献１】特開２００５－３２７３５８号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　上記従来の構成では、図８に示すように、筐体１の組立作業において、連結枠５がフッ
ク部５ｃを介してボトムシャーシ１Ｂの一方の側板１ｂに係止されているだけであるから
、該連結枠５のビス孔９にビス１２をドライバー１３でねじ込んだときに、図８に一点鎖
線及び二点鎖線で示すように、その連結枠５が、矢印ｃ方向に後退したり、矢印ｄ方向に
持ち上げられたりすることがあり、そのビス１２のねじ込み作業が面倒で、筐体１の組立
作業に手間と時間とがかかるという難点がある。
【００１４】
　本発明は、上記従来の難点に鑑み、筐体組立作業を迅速容易に行なうことができるよう
にしたディスク装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、ディスク装置本体を収納する筐体
が合成樹脂製フロントパネル、金属板製ボトムシャーシ及びトップシャーシからなり、縦
板と該縦板の上端から水平に延びる横板とを有しその縦板からフック部が切り出された金
属板製連結枠を備えており、前記フック部を前記ボトムシャーシの底板の両側縁から上向
きに延びる両側板のうちの一方の側板の上縁に係合させ、その一方の側板を貫通して前記
縦板のビス孔にビスをねじ込むことにより、連結枠をボトムシャーシに止着し、その連結
枠の横板にフロントパネルを係合させ、該フロントパネルとボトムシャーシとにトップシ
ャーシを嵌合させるようにしたディスク装置において、前記ボトムシャーシの一方の側板
と連結枠とのうち、その一方に一体形成された金具本体と、その他方に一体形成された係
合片とからなる係合金具を有しており、係合片を金具本体に係脱可能に係合させて連結枠
をボトムシャーシの一方の側板に係止するようにしたことを特徴としている。
【００１６】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記係合金具の金具本体が
ボトムシャーシの一方の側板から該ボトムシャーシ内に向けて折り曲げられてその中央に
係合孔が貫設され、前記係合片が縦板の前端縁から前方に延ばされており、前記フック部
をボトムシャーシの一方の側板の上縁に係合させると共に、係合片を金具本体の係合孔に
係合させて連結枠をボトムシャーシの一方の側板に係止するようにしたことを特徴として
いる。
【００１７】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の発明において、前記連結枠が、縦板の前端
縁から直角に折り曲げられた前板を有し、その前板の上端に前記横板が一体形成され、縦
板の後端縁から直角に折り曲げられて横板の下面に接近または当接する後板が設けられて
いることを特徴としている。
【００１８】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の発明において、前記前板にジャック嵌合凹
部が形成されており、そのジャック嵌合凹部に嵌入させたジャックが前板に止着されてい
ることを特徴としている。
【００１９】
　請求項５に記載の発明は、ディスク装置本体を収納する筐体が合成樹脂製フロントパネ
ル、金属板製ボトムシャーシ及びトップシャーシからなり、縦板と該縦板の上端から水平
に延びる横板とを有しその縦板からフック部が切り出された金属板製連結枠を備えており
、前記フック部を前記ボトムシャーシの底板の両側縁から上向きに延びる両側板のうちの
一方の側板の上縁に係合させ、その一方の側板を貫通して前記縦板のビス孔にビスをねじ
込むことにより、連結枠をボトムシャーシに止着し、その連結枠の横板にフロントパネル
を係合させ、該フロントパネルとボトムシャーシとにトップシャーシを嵌合させるように
したディスク装置において、前記連結枠が、縦板の前端縁から直角に折り曲げられた前板
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を有し、その前板の上端に前記横板が一体形成され、縦板の後端縁から直角に折り曲げら
れて横板の下面に接近または当接する後板が設けられ、前記ボトムシャーシの一方の側板
から該ボトムシャーシ内に向けて折り曲げられてその中央に係合孔が貫設された金具本体
と、縦板の前端縁から前方に延ばされた係合片とからなる係合金具を有しており、前記フ
ック部をボトムシャーシの一方の側板の上縁に係合させると共に、係合片を金具本体の係
合孔に係合させて連結枠をボトムシャーシの一方の側板に係止するように形成され、前記
前板にジャック嵌合凹部が形成され、そのジャック嵌合凹部に嵌入させたジャックが前板
に止着されていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００２０】
　請求項１に記載の発明によれば、フック部と金具本体及び係合片からなる係合金具とで
連結枠がボトムシャーシの一方の側板に不測に動かないように位置決めして係止されてい
るから、該連結枠のビス孔に対してビスを簡単にねじ込んで筐体組立作業を迅速容易に行
なうことができる。
【００２１】
　請求項２に記載の発明によれば、フック部をボトムシャーシの一方の側板の上縁に係合
させると共に、連結枠側係合片をボトムシャーシ側金具本体の係合孔に係合させるだけで
、連結枠をボトムシャーシの一方の側板に不測に動かないように位置決めして係止するこ
とができる。
【００２２】
　請求項３に記載の発明によれば、連結枠が前板と後板とで補強されているから、例えば
筐体を不測に落下させたとしても、その落下による過大な衝撃に連結枠が充分耐えて、フ
ロントパネルとボトムシャーシとの連結状態を確実に維持することができる。
【００２３】
　請求項４に記載の発明によれば、連結枠の前板がジャックの取付部材としても兼用され
ているから、その兼用されている分だけ部品点数を少なくしてコストダウンを図ることが
できる。
【００２４】
　請求項５に記載の発明は実施の一形態（図１～図４参照）に対応するものであって、こ
れによれば、フック部と金具本体及び係合片からなる係合金具とで連結枠がボトムシャー
シの一方の側板に不測に動かないように位置決めして係止されているから、該連結枠のビ
ス孔に対してビスを簡単にねじ込んで筐体組立作業を迅速容易に行なうことができる。
【００２５】
　また、フック部をボトムシャーシの一方の側板の上縁に係合させると共に、連結枠側係
合片をボトムシャーシ側金具本体の係合孔に係合させるだけで、連結枠をボトムシャーシ
の一方の側板に不測に動かないように位置決めして係止することができる。
【００２６】
　更に、連結枠が前板と後板とで補強されているから、例えば筐体を不測に落下させたと
しても、その落下による過大な衝撃に連結枠が充分耐えて、フロントパネルとボトムシャ
ーシとの連結状態を確実に維持することができる。
【００２７】
　しかも、連結枠の前板がジャックの取付部材としても兼用されているから、その兼用さ
れている分だけ部品点数を少なくしてコストダウンを図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　図１～図４は本発明の実施の一形態であるディスク装置を示すものであって、図１は同
縦断面図、図２は同要部の拡大水平断面図、図３は同要部の分解斜視図、図４は同要部の
縦断面図である。
【００２９】
　図１～図３に示すように、連結枠５が、縦板５ａの前端縁から直角に折り曲げられた前
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板５ｄを有し、その前板５ｄの上端に横板５ｂが一体形成され、縦板５ａの上部後端縁か
ら直角に折り曲げられて横板５ｂの下面に接近または当接する後板５ｅが設けられ、ボト
ムシャーシ１Ｂの一方の側板１ｂから該ボトムシャーシ１Ｂ内に向けて折り曲げられてそ
の中央に係合孔２５が貫設された金具本体２６ａと、縦板５ａの前端縁から前方に延ばさ
れた係合片２６ｂとからなる係合金具２６を有している。
【００３０】
　図１及び図２において、２７は縦板５ａの下部後端縁から後板５ｅと平行に折り曲げた
後端位置決め片であって、該後端位置決め片２７と縦板５ａとの間のコーナ部に対向して
ボトムシャーシ１Ｂの底板１ａを上向き部分的に突出させて略半球状位置決め突起２８が
形成されている。また、２９は前板５ｄの下部端縁から前方に折り曲げた前端位置決め片
であって、ボトムシャーシ１Ｂの前端縁から切り起こした前端板１ｄに当接される。上記
以外の構成は図５～図８に示す構成とほぼ同じであるから、同一部分に同一符号を付して
その説明を省略する。
【００３１】
　連結枠５の止着手順を説明すると、図２に示すように、連結枠５の縦板５ａと後端位置
決め片２７との間のコーナ部を位置決め突起２８に係合させると共に、前端位置決め片２
９を前端板１ｄに当接させることにより、縦板５ａを窪み部１０に当接させ、フック部５
ｃを窪み部１０の上縁１０ａに係合させると共に、係合金具２６の係合片２６ｂを金具本
体２６ａの係合孔２５に係合させ、これによって、連結枠５をボトムシャーシ１Ｂの一方
の側板１ｂに所定通りに係止し、その一方の側板１ｂの貫通孔１１にビス孔９を同心状に
位置決めする。続いて、その貫通孔１１を通ってビス孔９にビス１２をドライバー１３で
ねじ込み、連結枠５をボトムシャーシ１Ｂに止着する。以後、従来と同じ手順で、ボトム
シャーシ１Ｂの前部にフロントパネル１Ａを取り付け、該フロントパネル１Ａ及びボトム
シャーシ１Ｂにトップシャーシ１Ｃを嵌合させ止着する。
【００３２】
　上記構成によれば、フック部５ｃと金具本体２６ａ及び係合片２６ｂからなる係合金具
２６とで連結枠５がボトムシャーシ１Ｂの一方の側板１ｂに不測に動かないように位置決
めして係止されているから、該連結枠５のビス孔９に対してビス１２を簡単にねじ込んで
筐体組立作業を迅速容易に行なうことができる。
【００３３】
　また、フック部５ｃをボトムシャーシ１Ｂの一方の側板１ｂの上縁１０ａに係合させる
と共に、連結枠５側係合片２６ｂをボトムシャーシ１Ｂ側金具本体２６ａの係合孔２５に
係合させるだけで、連結枠５をボトムシャーシ１Ｂの一方の側板１ｂに不測に動かないよ
うに位置決めして係止することができる。
【００３４】
　更に、連結枠５が前板５ｄと後板５ｅとで補強されているから、例えば筐体１を不測に
落下させたとしても、その落下による過大な衝撃に連結枠５が充分耐えて、フロントパネ
ル１Ａとボトムシャーシ１Ｂとの連結状態を確実に維持することができる。
【００３５】
　上記構成では、係合金具２６の金具本体２６ａをボトムシャーシ１Ｂの一方の側板１ｂ
に一体形成し、該係合金具２６の係合片２６ｂを連結枠５の縦板５ａに一体形成したが、
その逆に、係合金具２６の金具本体２６ａを連結枠５の縦板５ａ（または前板５ｄ）に一
体形成し、該係合金具２６の係合片２６ｂをボトムシャーシ１Ｂの一方の側板１ｂに一体
形成してもよい。
【００３６】
　図３及び図４に示すように、連結枠５の前板５ｄにジャック嵌合凹部３１が形成され、
該ジャック嵌合凹部３１に嵌入させた例えばイヤホーンなどのジャック３２が前板５ｄに
ビス３３で止着されており、開閉蓋８を開動させて開放した操作部７からジャック３２に
プラグ３４を差し込む。
【００３７】
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　上記構成よれば、連結枠５の前板５ｄがジャック３２の取付部材としても兼用されてい
るから、その兼用されている分だけ部品点数を少なくしてコストダウンを図ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施の一形態であるディスク装置を示す縦断面図である。
【図２】同要部の拡大水平断面図である。
【図３】同要部の分解斜視図である。
【図４】同要部の縦断面図である。
【図５】ディスク装置の一例を示す一部切欠き斜視図である。
【図６】従来例を示す縦断面図である。
【図７】同要部の分解斜視図である。
【図８】同要部の連結枠止着手順を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００３９】
　１　　　　筐体
　１Ａ　　　フロントパネル
　１Ｂ　　　ボトムシャーシ
　１Ｃ　　　トップシャーシ
　１ａ　　　ボトムシャーシの底板
　１ｂ　　　ボトムシャーシの一方の側板
　１ｃ　　　ボトムシャーシの他方の側板
　２　　　　ディスク装置本体
　５　　　　連結枠
　５ａ　　　連結枠の縦板
　５ｂ　　　連結枠の横板
　５ｃ　　　フック部
　５ｄ　　　連結枠の前板
　５ｅ　　　連結枠の後板
　９　　　　ビス孔
　１２　　　ビス
　２５　　　係合孔
　２６　　　係合金具
　２６ａ　　係合金具の金具本体
　２６ｂ　　係合金具の係合片
　３１　　　ジャック嵌合凹部
　３２　　　ジャック
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